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平成20年度の主な事業と決算額
（単位：千円）
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平
成
20
年
度
国
東
市
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
１
９
５
億
４
、
８
０

４
万
２
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
17
億
１
、
８

６
９
万
３
千
円
、
８
・
１
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
決
算
額
は
、
１
８
８
億
７
、
６
６
１

万
６
千
円
で
、
前
年
度
比
較
し
て
、
18
億
５
、
７
１

０
万
３
千
円
、
９
・
０
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
歳
入
・
歳
出
規
模
が
縮
小
し
た
主
な

原
因
は
、
人
員
削
減
に
よ
る
人
件
費
の
減
、
統
合
小

学
校
（
安
岐
中
央
小
学
校
・
幼
稚
園
）
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
普
通
建
設
事
業
費
の
減
、
公
債
費
の
償
還

金
額
の
減
な
ど
が
そ
の
主
な
原
因
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
積
極
的
な
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
削
減

に
努
め
、
こ
れ
に
よ
り
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
残
高

は
、
一
般
会
計
で
は
年
度
末
で
約
54
億
円
、
前
年
度

対
比
約
12
億
円
の
増
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
全

会
計
で
は
年
度
末
で
71
億
円
、
前
年
度
対
比
約
10
億

円
の
増
と
な
り
、
市
の
借
入
金
で
あ
る
市
債
残
高

は
、
一
般
会
計
で
は
年
度
末
で
約
２
７
３
億
円
、
前

年
度
対
比
約
14
億
円
の
減
、
全
会
計
で
は
年
度
末
で

約
３
９
８
億
円
、
前
年
度
対
比
約
21
億
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
の
未
収
債
権
（
滞
納
金
）
は
、
一
般
会

計
で
は
約
４
億
８
千
万
円
、
前
年
度
対
比
約
８
千
万

円
の
増
、
全
会
計
で
は
約
８
億
４
千
万
円
、
約
１
億

１
千
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を
保
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

平成２０年度　一般会計の決算状況

1 歳  入

2 歳  出

事　業　概　要
国見・来浦・武蔵のサブセンター機器整備と各セン
ター間の光ケーブルによる伝送路の敷設を実施
市内11郵便局で証明書等の申請交付ができるサービ
ス開始のための機器整備
困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、最低限度の生
活を保障
小学校修了までの子どもを対象
平成18年度からの３カ年計画によりし尿処理場の老
朽化した設備の更新
県外参入企業が国東町上小原の遊休樹園地をカボス園
地として造成する事業への助成
イノシシ、シカの捕獲報償費
国見町櫛来の築いそ（自然石漁場）の造成
大熊毛線、文珠線、古柄線、糸原三井寺線、小城成吉
線、山口線等改良工事
国東町の４中学校を統合するため、旧国東高校の校舎
等を改修
「チャレンジ！おおいた国体」ウエイトリフティング
競技等開催
北側外壁改修と屋上防水工事

事業費

349,618

20,209

514,505

208,050

149,398

93,000

11,878
15,086

339,748

261,597

50,258

17,774

区　分

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

土 木 費

教 育 費

事　　業　　名

国東市ケーブルテレビ施設整備事業

郵政等窓口サービス事業

生活保護費

児童手当給付事業

し尿処理場基幹的施設整備事業

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
事業（カボス園地造成事業）
有害鳥獣捕獲事業
国東北部地区着定基質漁村再生交付金事業

市道改良事業

統合中学校施設整備事業

おおいた国民体育大会開催事業

武蔵セントラルホール改修事業

　平成19年度は歳入の市債、歳出の公債費には、低金利なものに変更するための借入・償還分（733,260千円）が含まれています。
　また、歳入の繰入金、歳出の公債費には、平成18年度に県補助金として積み立て、平成19年度に起債の償還をしたもの（423,491
千円）が含まれています。
　平成20年度は歳入の市債、歳出の公債費には、低金利なものに変更するための借入・償還分（150,800千円）が含まれています。

0.7%

△5.2%

52.5%

2.6%

△12.7%

△28.5%

12.3%

463.6%

△97.4%

15.1%

△38.2%

△0.4%

△8.1%

増減率
③／②

23,734

△18,359

14,097

234,680

△42,536

△ 534,690

131,999

254,066

△625,830

69,852

△1,221,160

△4,546

△1,718,693

増減額③
③＝①－②

15.4%

1.7%

0.1%

41.9%

1.6%

8.8%

5.1%

0.3%

3.0%

2.2%

15.0%

5.0%

100.0%

構成割合
3,266,167

354,593

26,850

8,910,535

335,283

1,878,634

1,075,642

54,806

642,629

463,164

3,194,160

1,064,272

21,266,735

決算額②
平成19年度

16.8%

1.7%

0.2%

46.8%

1.5%

6.9%

6.2%

1.6%

0.1%

2.7%

10.1%

5.4%

100.0%

構成割合
3,289,901

336,234

40,947

9,145,215

292,747

1,343,944

1,207,641

308,872

16,799

533,016

1,973,000

1,059,726

19,548,042

市 税

地 方 譲 与 税

地方特例交付金

地 方 交 付 税

分担金・負担金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

市 債

そ の 他

合 計

皆さんが納めた税金

国が徴収した自動車重量税
などから分配されたお金
減税を補うために国から交付
されたお金
所得税などの国税のなかから
交付されたお金
保育料など、特定の利益を受け
る方に負担していただいたお金
市の事業に対し国から交付さ
れたお金
市の事業に対し県から交付さ
れたお金

市有地を売却して得たお金

基金（貯金）を取り崩したお
金

前年度から繰り越されたお金

国や金融機関などから借り入
れたお金
寄附金や諸収入、使用料手数
料及び自動車取得税等の交付金

決算額①
平成20年度

区　　　　　分

1.1%

18.5%

2.2%

△7.9%

0.2%

△5.7%

△29.3%

△10.9%

△8.0%

△39.8%

△98.6%

△21.7%

34.8%

△9.0%

増減率
③／②

2,081

397,137

96,914

△110,391

10

△63,092

△50,679

△214,487

△61,792

△1,047,090

△43,508

△1,084,887

322,681

△1,857,103

増減額③
③＝①－②

0.9%

10.4%

21.1%

6.7%

0.0%

5.3%

0.8%

9.5%

3.7%

12.7%

0.2%

24.1%

4.5%

100.0%

構成割合
186,554

2,149,991

4,382,746

1,389,681

4,135

1,106,176

172,940

1,967,272

768,784

2,630,557

44,125

5,004,765

925,993

20,733,719

決算額②
平成19年度

1.0%

13.5%

23.7%

6.8%

0.0%

5.5%

0.6%

9.3%

3.7%

8.4%

0.0%

20.8%

6.6%

100.0%

構成割合
188,635

2,547,128

4,479,660

1,279,290

4,145

1,043,084

122,261

1,752,785

706,992

1,583,467

617

3,919,878

1,248,674

18,876,616

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

合 計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳　入　　　　　　　　　　　歳　出
※H20歳入歳出差引　19,548,042　－　18,876,616　＝　671,426

市議会の運営に関する費用

自治振興や防災対策、情報
化推進などの費用
高齢者、障害者、児童など
の福祉の費用
ごみ処理、保健衛生などの
費用

雇用確保等に関する費用

農業委員会、農業全般、林業、
水産業などの振興に関する費用
商工業の振興、観光の振興、
各種イベントに関する費用
道路、河川、公営住宅の管
理業務などの費用
常備消防、消防団などに関
する費用
小・中学校や幼稚園の教育、社
会教育、図書館の運営などの費用
台風などの災害により被害を受けた公
共施設や農地等の復旧などの費用

借入金の返済に係る費用

市の貯金にあたる基金積立
金や土地等の購入費

決算額①
平成20年度

区　　　　　分

収入
財布の中の残り（繰越金）

給料（市税・使用料等）

実家（国・県）からの支援

借入金（市債）

5千円（3）％

4万5千円（23）％

12万5千円（64）％

2万円（10）％

支出
生活費（人件費・扶助費・物件費）

家の増改築（公共事業など）

子どもへの仕送り（繰出金）

貯金（積立金）

借入金の返済（公債費）

9万1千円（48）％

2万0千円（11）％

2万5千円（13）％

1万3千円（7）％

3万9千円（21）％

毎月、３万９千円も借
入金の

返済をしているのに
、貯金は

１万３千円しかできな
いので、

将来とっても不安だ
わ！！

給料が減ってるので、
実家の支援がないと
ますます生活が
苦しくなるわ！

生活費を切り詰め、家の改修は先送りして、借入金を減らすようにしなくては！

平成２０年度一般会計の決算額１９５億円を
月収１９万５千円の家計におきかえると…


